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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第３四半期連結
累計期間

第47期
第３四半期連結
　会計期間

第46期

会計期間

自平成21年
２月21日
至平成21年
11月20日

自平成21年
８月21日
至平成21年
11月20日

自平成20年
２月21日
至平成21年
２月20日

売上高（千円） 6,899,8691,778,7489,166,154

経常利益（千円） 120,333 63,7281,120,717

四半期（当期）純利益（千円） 100,498 89,093 494,330

純資産額（千円） － 11,865,28011,881,935

総資産額（千円） － 15,565,27617,118,136

１株当たり純資産額（円） － 1,753.521,755.98

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 14.85 13.17 73.05

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 76.2 69.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,520,307 － 1,310,526

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,740,321 － △771,017

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△235,331 － △203,052

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,611,4691,637,163

従業員数（人） － 293 279

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年11月20日現在

従業員数（人） 293 (17)

　（注）１．従業員数は就業人員であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の第３四半期連結会計期間平均雇用人員であります。

(2）提出会社の状況

 平成21年11月20日現在

従業員数（人） 161 (17)

　（注）１．従業員数は就業人員であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の第３四半期会計期間平均雇用人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　　当第３四半期連結会計期間の生産実績を製品別に示すと、次のとおりであります。 

製品別

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月21日
至　平成21年11月20日）
金額（千円）

生理用ナプキン製造機械 313,043

小児用紙オムツ製造機械 991,389

大人用紙オムツ製造機械 106,031

その他機械 265,518

部品 91,244

その他 11,519

計 1,778,748

　（注）１．金額は、販売価格で表示しております。

２．部品には仕入部品を含んでおります。

３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　　当第３四半期連結会計期間の受注状況を製品別に示すと、次のとおりであります。

製品別

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月21日
至　平成21年11月20日）

受注高
（千円）

受注残高
（千円）

生理用ナプキン製造機械
(151,523)

176,379

(842,878)

1,198,905

小児用紙オムツ製造機械
(1,982,790)

2,019,716

(2,800,310)

2,965,378

大人用紙オムツ製造機械
(2,827)

548,934

(－)

567,070

その他機械
(7,033)

799,927

(20,483)

823,223

部品
(26,579)

91,244

(－)

－

その他
(－)

11,519

(－)

－

計
(2,170,754)

3,647,721

(3,663,672)

5,554,577

　（注）１．括弧内の数字（内書）は輸出受注高及び受注残高であり、受注高に対する輸出の割合は、当第３四半期連結会

計期間59.5％であります。

２．受注後、値引等のあったものは、受注高で調整しております。

３．金額は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社瑞光(E01677)

四半期報告書

 4/24



(3）販売実績

　　当第３四半期連結会計期間の販売実績を製品別に示すと、次のとおりであります。

製品別

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月21日
 至　平成21年11月20日） 

金額（千円）

生理用ナプキン製造機械
(311,714)

313,043

(17.5%)

 

小児用紙オムツ製造機械
(910,782)

991,389

(51.2%)

 

大人用紙オムツ製造機械
(56,816)

106,031

(3.2%)

 

その他機械
(1,695)

265,518

(0.1%)

 

部品
(26,579)

91,244

(1.5%)

 

その他
(－)

11,519

(－)

 

計
(1,307,588)

1,778,748

(73.5%)

 

　（注）１．括弧内の数字（内書）は輸出販売高及び輸出割合であります。

２．主な相手先別の販売実績及びそれぞれの総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月21日
至　平成21年11月20日）

金額（千円） 割合（％）

ユニチャーム株式会社 894,439 50.3

尤?佳生活用品有限公司 322,786 18.1

株式会社コーチョー 259,302 14.6

　　(注）当該割合が100分の10未満については記載を省略しております。

 

３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社瑞光(E01677)

四半期報告書

 5/24



３【経営上の重要な契約等】

  当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

  当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、経済対策の効果により消費は一時的に増加し、企業の在庫調

整の進展により一部には改善の兆しが見受けられましたが、デフレ懸念と雇用情勢の悪化による個人消費の低い水

準での推移、企業の設備投資意欲の減退、円高による輸出企業の収益の悪化等により、依然として厳しい状況が続き

ました。

  このような状況のもと当社グループは、標準化、共通化を更に推し進め、徹底した効率化・コストダウンに取り組

んでまいりましたが、円高による利益率の低下、得意先からの高性能機械の要求によるコストの上昇があり非常に

厳しいものとなりました。

  以上の結果、当第３四半期連結会計期間の当社グループの売上高は1,778百万円、営業利益は68百万円、経常利益

は63百万円、四半期純利益は89百万円となりました。

　

(2）財政状態の分析

  当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,552百万円減少し15,565百万円とな

りました。受取手形及び売掛金が1,475百万円、建設仮勘定が172百万円及び投資有価証券が109百万円増加いたしま

したが、仕掛品が1,379百万円、現金及び預金が1,368百万円及び長期預金が600百万円減少いたしました。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,536百万円減少し3,699百万円となりました。支払手形及び買掛金が1,128

百万円、未払法人税等が294百万円及び前受金が130百万円減少しております。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ16百万円減少し11,865百万円となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

  当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期連結会計期

間末に比べ9百万円増加し、1,611百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  当第３四半期連結会計期間において営業活動の結果使用した資金は567百万円となりました。これは主に、前受金

増加326百万円及び税金等調整前四半期純利益63百万円がありましたが、売上債権の増加494百万円、仕入債務の減

少357百万円及び法人税等の支払274百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  当第３四半期連結会計期間において投資活動の結果得られた資金は672百万円となりました。これは主に、有形固

定資産の取得による支出115百万円がありましたが、定期預金の純減少額799百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  当第３四半期連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は67百万円となりました。これは、配当金の支

払によるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、7百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　  当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　  当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

    ①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

    ②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年11月20日）

提出日現在発行数(株)
（平成21年12月28日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,200,000 7,200,000
大阪証券取引所

市場第二部
単元株式数100株

計 7,200,000 7,200,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

   該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

   該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

 平成21年８月21日～

 平成21年11月20日 
－ 7,200,000 － 1,888,510 － 2,750,330
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（５）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、ザ・エスエフピー・バリュー・リアライゼーション・マスター・ファンド

・リミテッド及びその共同保有者であるジーエーエス（ケイマン）リミテッドから平成21年10月30日付の大

量保有報告書の写しの送付があり、平成21年10月23日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報

告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができま

せん。

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式総数に対する

所有株式数の割合（％）

ザ・エスエフピー・バリュー

・リアライゼーション・マス

ター・ファンド・リミテッド

（常任代理人）クレディ・ス

イス証券株式会社

英領西インド諸島、ケイマン諸島、グ

ランドケイマン、ジョージ・タウン、

サウス・チャーチ・ストリート、ユ

グランド・ハウス、私書箱309GT エ

ム・アンド・シー・コーポレート・

サービシーズ・リミテッド内

496,100 6.89

ジーエーエス（ケイマン）リ

ミテッド（常任代理人）クレ

ディ・スイス証券株式会社

英領西インド諸島、ケイマン諸島、グ

ランドケイマン、ジョージ・タウン、

私書箱1043GT ドクター・ロイズ・

ドライブ69、カレドニアン・ハウス

171,100 2.38

マネージド・アカウント・イ

ンベストメンツ・エスピー

シー（常任代理人）クレディ

・スイス証券株式会社

英領西インド諸島、ケイマン諸島、グ

ランドケイマンKY1-1108、サウス・

チャーチ・ストリート、私書箱1234、

クイーンゲートハウス

88,700 1.23
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（６）【議決権の状況】

　　 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

   記載することができないことから、直前の基準日（平成21年８月20日）に基づく株主名簿による記載をしてお

　 ります。

①【発行済株式】

平成21年11月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　433,400
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　6,764,700 67,647　 －

単元未満株式 普通株式　　　1,900 －
１単元（100株）未満の株

式

発行済株式総数 　　　　　7,200,000 － －

総株主の議決権 － 67,647 －

　　　  （注）　単元未満株式には、当社所有の自己株式40株が含まれております。

 

②【自己株式等】 

平成21年11月20日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対す
る所有株式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社瑞光

大阪府摂津市

南別府町15－21
433,400 － 433,400 6.02

計 － 433,400 － 433,400 6.02

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高（円） 637 662 653 748 745 750 812 800 765

最低（円） 610 624 620 633 690 700 742 754 740

　　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

 　　　　　 なお、期間は暦日どおりであります。

 

３【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則

に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年８月21日から平

成21年11月20日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年２月21日から平成21年11月20日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,994,505 5,363,341

受取手形及び売掛金 2,450,921 974,963

商品及び製品 7,351 6,730

仕掛品 1,575,008 2,954,983

原材料及び貯蔵品 219,660 199,971

繰延税金資産 143,735 78,695

その他 231,041 171,376

貸倒引当金 △2,400 △5,800

流動資産合計 8,619,825 9,744,263

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 1,170,713

※
 1,240,482

機械装置及び運搬具（純額） ※
 220,703

※
 245,209

土地 3,388,285 3,388,285

建設仮勘定 599,943 427,346

その他（純額） ※
 61,661

※
 46,336

有形固定資産合計 5,441,307 5,347,659

無形固定資産 132,151 130,341

投資その他の資産

投資有価証券 544,619 434,838

保険積立金 259,581 269,052

長期預金 550,000 1,150,000

その他 17,790 41,981

投資その他の資産合計 1,371,991 1,895,872

固定資産 6,945,450 7,373,873

資産合計 15,565,276 17,118,136
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,379,308 2,507,463

未払法人税等 － 294,089

賞与引当金 101,809 90,300

役員賞与引当金 13,700 38,000

未払金 178,115 237,668

前受金 1,027,468 1,158,309

その他 626,365 531,564

流動負債合計 3,326,766 4,857,395

固定負債

退職給付引当金 73,107 60,654

長期未払金 292,252 318,150

繰延税金負債 7,868 －

固定負債合計 373,228 378,805

負債合計 3,699,995 5,236,201

純資産の部

株主資本

資本金 1,888,510 1,888,510

資本剰余金 2,750,330 2,750,330

利益剰余金 8,732,552 8,767,385

自己株式 △459,910 △459,910

株主資本合計 12,911,481 12,946,314

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 150,752 114,181

土地再評価差額金 △1,165,229 △1,165,229

為替換算調整勘定 △31,722 △13,330

評価・換算差額等合計 △1,046,200 △1,064,379

純資産合計 11,865,280 11,881,935

負債純資産合計 15,565,276 17,118,136
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日
　至　平成21年11月20日)

売上高 6,899,869

売上原価 6,059,845

売上総利益 840,024

販売費及び一般管理費 ※
 736,695

営業利益 103,328

営業外収益

受取利息 10,625

受取配当金 11,517

その他 9,976

営業外収益合計 32,119

営業外費用

支払利息 107

為替差損 13,644

その他 1,362

営業外費用合計 15,114

経常利益 120,333

特別利益

固定資産売却益 147

貸倒引当金戻入額 3,400

特別利益合計 3,547

特別損失

固定資産除却損 1,220

特別損失合計 1,220

税金等調整前四半期純利益 122,661

法人税、住民税及び事業税 81,137

法人税等調整額 △58,974

法人税等合計 22,163

四半期純利益 100,498
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年８月21日
　至　平成21年11月20日)

売上高 1,778,748

売上原価 1,452,927

売上総利益 325,821

販売費及び一般管理費 ※
 256,918

営業利益 68,902

営業外収益

受取利息 3,056

受取配当金 4,308

その他 2,114

営業外収益合計 9,479

営業外費用

為替差損 13,435

その他 1,218

営業外費用合計 14,654

経常利益 63,728

特別損失

固定資産除却損 214

特別損失合計 214

税金等調整前四半期純利益 63,513

法人税、住民税及び事業税 △15,307

法人税等調整額 △10,273

法人税等合計 △25,580

四半期純利益 89,093
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日
　至　平成21年11月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 122,661

減価償却費 134,027

固定資産売却損益（△は益） △147

固定資産除却損 1,220

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,452

長期未払金の増減額（△は減少） △25,898

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,918

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △24,300

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,400

受取利息及び受取配当金 △22,142

支払利息 107

売上債権の増減額（△は増加） △1,477,587

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,350,484

仕入債務の増減額（△は減少） △1,103,108

前受金の増減額（△は減少） △119,867

未払消費税等の増減額（△は減少） 51,264

未収消費税等の増減額（△は増加） 114,719

その他 △16,437

小計 △994,033

利息及び配当金の受取額 25,893

利息の支払額 △560

法人税等の支払額 △551,607

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,520,307

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 1,943,142

有形固定資産の取得による支出 △303,572

有形固定資産の売却による収入 2,160

無形固定資産の取得による支出 △14,017

投資有価証券の取得による支出 △48,328

保険積立金の積立による支出 △856

保険積立金の解約による収入 10,327

その他 151,465

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,740,321

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の償還による支出 △100,000

配当金の支払額 △135,331

財務活動によるキャッシュ・フロー △235,331

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,376

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △25,694

現金及び現金同等物の期首残高 1,637,163

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,611,469
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月21日
    至　平成21年11月20日）

　

１．連結の範囲に関する事項の変更

 (1) 連結の範囲の変更

  第１四半期連結会計期間より、ZUIKO INC．を新た

に設立したため、連結の範囲に含めております。

 (2) 変更後の連結子会社の数

     ３社

２．会計処理基準に関する事項の変更

 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産については、従来、主として個別法によ

る原価法によっておりましたが、第１四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表分）

が適用されたことに伴い、主として個別法による原

価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）に変更しております。この

変更による損益に与える影響はありません。

 (2) 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱いの適用

　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処

理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　

平成18年５月17日）を第１四半期連結会計期間から

適用しております。これによる損益に与える影響は

ありません。

　

 

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月21日
    至　平成21年11月20日）

　

１.たな卸資産の評価方法

　たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が

明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております 。

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年11月20日）

前連結会計年度末
（平成21年２月20日）

※　有形固定資産減価償却累計額 2,566,573千円 ※　有形固定資産減価償却累計額 2,463,853千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月21日
至　平成21年11月20日）

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は次のとおりであります。

　

給与手当 165,045千円

賞与引当金繰入額 22,649千円

役員賞与引当金繰入額 12,700千円

退職給付費用 5,459千円

　

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月21日
至　平成21年11月20日）

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は次のとおりであります。

　

給与手当 57,321千円

賞与引当金繰入額 9,370千円

役員賞与引当金繰入額 4,500千円

退職給付費用 1,819千円

貸倒引当金繰入額 300千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月21日
至　平成21年11月20日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲載されている科目の金額との関係

（平成21年11月20日現在） 

（千円） 

現金及び預金勘定 3,994,505

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,383,035

現金及び現金同等物 1,611,469
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年11月20日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年２月21日　至　平成

21年11月20日）

  １．発行済株式の種類及び総数

      普通株式                 7,200千株 

  ２．自己株式の種類及び株式数

 　   普通株式                   433千株

  ３．新株予約権等に関する事項

      該当事項はありません。 

  ４．配当に関する事項

　 （1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月15日

定時株主総会
普通株式 67,665 10平成21年２月20日平成21年５月18日利益剰余金

平成21年10月９日

取締役会
普通株式 67,665 10平成21年８月20日平成21年11月２日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年８月21日　至　平成21年11月20日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年２月21日　至　平成21年11月20日）

　生理用ナプキン製造機械及び紙オムツ製造機械等の一般産業用機械・装置製造業の売上高及び営業利益の金

額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、

事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

    当第３四半期連結会計期間（自　平成21年８月21日　至　平成21年11月20日）

　
日本

（千円）　

アメリカ

（千円）　

中国

（千円）　

計

（千円）　

消去又は全社

（千円）　　　

連結

（千円）　

売上高 　 　 　 　 　 　

（1）外部顧客に対する売上高 1,447,237　 3,254328,2551,778,748 － 1,778,748　

（2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
19,720 － － 19,720△19,720 －

　計 1,466,9583,254328,2551,798,468△19,7201,778,748

営業利益又は営業損失（△） 18,011△25,57173,12265,561 3,34168,902

　

    当第３四半期連結累計期間（自　平成21年２月21日　至　平成21年11月20日）

　
日本

（千円）　

アメリカ

（千円）　

中国

（千円）　

計

（千円）　

消去又は全社

（千円）　　　

連結

（千円）　

売上高 　 　 　 　 　 　

（1）外部顧客に対する売上高 6,540,783　 3,254355,8306,899,869 － 6,899,869　

（2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
　101,127 － 321,708422,835△422,835 －

　計 6,641,9113,254677,5387,322,705△422,8356,899,869

営業利益又は営業損失（△） 51,737△47,910124,886128,712△25,383103,328

（注）１．区分は国別によっております。

　　　２．会計処理の方法の変更

　　　　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　　　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２.（1）に記載のとおり、第１四

　　　　　半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日

　　　　　公表分）を適用しております。この変更による営業利益又は営業損失に与える影響はありません。

　　　　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　　　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２.（2）に記載のとおり、第１四

　　　　　半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実

　　　　　務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。この変更による営業利益又は営業損失に与える

影響はありません。
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【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年８月21日　至　平成21年11月20日）

 欧州 北米 アジア 中南米 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 941,360 6,892 355,334 4,0011,307,588

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 1,778,748

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
52.9 0.4 20.0 0.2 73.5

　　　 

　当第３四半期連結累計期間（自　平成21年２月21日　至　平成21年11月20日）

 欧州 北米 アジア 中南米 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,386,293120,6611,476,940726,3483,710,243

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 6,899,869

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
20.1 1.8 21.4 10.5 53.8

　

　　　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度により区分しております。

　　２．各区分に属する主な国又は地域

　欧州　　：　ヨーロッパ諸国

　北米　　：　米国、カナダ

　アジア　：　東アジア及び東南アジア諸国

　中南米　：　メキシコ、ブラジル、コロンビア 

　　３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（リース取引関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年２月21日　至　平成21年11月20日）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

 

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年11月20日現在）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。  

 

（デリバティブ取引関係）

 当第３四半期連結会計期間末（平成21年11月20日現在）

　 該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年８月21日　至　平成21年11月20日）

該当事項はありません。 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年11月20日）

前連結会計年度末
（平成21年２月20日）

１株当たり純資産額 1,753.52円 １株当たり純資産額 1,755.98円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月21日
至　平成21年11月20日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月21日
至　平成21年11月20日）

１株当たり四半期純利益金額 14.85円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

１株当たり四半期純利益金額 13.17円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

　　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月21日
至　平成21年11月20日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月21日
至　平成21年11月20日）

四半期純利益（千円） 100,498 89,093

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 100,498 89,093

期中平均株式数（千株） 6,766 6,766

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

平成21年10月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………67,665千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年11月２日

　（注）　平成21年８月20日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年12月25日

株式会社瑞光

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小　川　佳　男　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　谷　智　英　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社瑞光の平成

21年２月21日から平成22年２月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年８月21日から平成21年11月

20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年２月21日から平成21年11月20日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社瑞光及び連結子会社の平成21年11月20日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　1．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　　　 　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　2．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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